
皆さんの「声」を聞かせてください！

　3/8（土）に行われた、多世代が参加した町民インタビューの
レポートの 3 回目です。「中山町の良いところがいまいち町外
の人に伝わっていない」というもどかしさは、多世代共通のよ
うでした。ここに、今後のまちづくりのヒントがあると考えます。
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もっと場所がほしい！

今回も、こんな議論がありました

ご近所同士で
あいさつ
できる

中山町には良いところがたくさん！
多世代が
共感！

あいさつを
返してもらうと
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役場の庁舎が
コンパクトで
利用しやすい

自然が豊かで
空気がきれい 鳥の声が

当たり前に
聴こえる

星空が
とても美しい

「中山町らしい暮らしやすさ」をもっとアピールしてほしい！

「素敵な町に暮らしている」ということを町民が誇れるようになる！

よく利用されて
いるのは
ほんわ館

テスト前は
1日いて

頑張っている！

子どもと訪れて
話していても
怒られない

イベントに合わせて
特集された本が並ぶ本棚が

毎回楽しみ

1階で
飲食できるのが
ありがたい

多世代の利用がみられるのは、ほんわ館ぐらい？

既存の施設が気軽に予約
できるようになれば、
もっと利用者が増えると
思う！

テスト期間中はどうしても学習室の利用
が多くなるため、図書館と中央公民館が
連携して、学生向けの勉強部屋を期間限
定でつくってほしい！

現状の施設では、機能が限
定的。増えている空き家を
活用して、公民館に代わる
場づくりをしてはどう？

町民が主体性を持って
課題解決に取り組める状況を
つくることも
まちづくりにとっては大事！

中山町の新しい
キャラクターを
つくっては！？

さまざまな形の「話せる場所」「ふらっと立ち寄れる場所」ができることで、
多世代で交流する機会も生まれるはず！

町内の
小学生から

提案してもらおう！

グッズになったら
盛り上がりそう！

グッズを売る場も必要！
道の駅が

あったらいいのに！

手入れされた花や畑が
美しい風景を
つくっている



　中山町の良いところとして多くの意見が上
がったのは、「ご近所同士であいさつができる」
という点です。「地域の人と自然とあいさつがで
きる」「あいさつを返してもらえると元気が出る」
とのことで、これまでのグループインタビュー
でも聞かれた話題ではありましたが、改めて多
くの町民が「あいさつができる関係性が地域の
中にある」ことを評価していることがわかりま
した。また、「自然が豊か」「手入れされた花や

畑が美しい」「鳥の声で目覚めたり、星空を当た
り前に眺められることが嬉しい」と、住環境と
しての満足度もかなり高いこともわかりました。
　そして、こうした中山町らしい暮らしやすさ
について「もっとアピールしてほしい」という
声もありました。当たり前に享受している環境
の素晴らしさを発信することによって、町民は
より誇りを持って中山町に暮らせるようになる
のではないかと考えます。

人も良い！自然も良い！暮らしやすい！
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　話を聞くと、ほんわ館は本を借りるだけでな
く、勉強をしたり、子どもと一緒に訪れてイベ
ントを楽しむ等、世代によってさまざまな形で
使われていました。一方で、このような多世代
がさまざまな利用方法をしているのはほんわ館
以外ではあまりみられず、もっと公共施設の機
能を現状を踏まえた形にアップデートしてほし
いという要望もありました。
　新しく施設を構えるだけでなく、「テスト期間

中はどうしても学習室の利用が多くなるため、
図書館と中央公民館が連携して、学生向けの勉
強部屋を期間限定でつくってほしい」「増えてい
る空き家を活用して、公民館に代わる場づくり
をしてはどう？」「既存の施設が気軽に予約でき
るようになれば、もっと利用者が増えると思
う！」等、さまざまな課題を掛け合わせた解決
策についての議論も盛り上がりました！

「みんなで話せる場所」「ふらっと立ち寄れる施設」が必要

　課題だけを持ち寄って議論をしても、堅苦し
い会議になってしまいます。参加者の皆さんか
らは「気軽に立ち寄れる場所があれば、そこか
ら多世代交流が生まれて、それぞれの課題をよ
り親身になって考えることができるようになる
のでは？」という意見が出されました。今回の
インタビューの中でも、「もっと中山町のことを

町外の人に知ってほしい！」ということで、「子
どもたちに新しく町のキャラクターをつくって
もらっては？」「実際にグッズになれば、テンショ
ンも上がる！」「マルシェで売ることができたら
楽しそう！」「道の駅もあったらいいのに」と、
一つの課題に対してさまざまな意見を交わしな
がら、楽しく議論が行われていました。

課題を共有して、新しい活動へ！
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公共施設再配置計画については、その必要性が「第 6 次中山町総合発展計画」にて説明されて
います。以下URLまたは、右記コードよりご確認ください。
◎中山町「第6次中山町総合発展計画を策定しました」
　https://www.town.nakayama.yamagata.jp/soshiki/seisaku/machidukurisuishin/214.html
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